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「
十
字
架
に
つ
け
ら
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キ
リ
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ト
は
神
の
力
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

神
の
知
恵
」 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

助
任
司
祭 

森 

智
宏 

  

九
月
十
四
日
は
十
字
架
称
賛
の
祭
日
に
当
た
っ
て
い
ま
す

が
、
南
山
教
会
は
聖
十
字
架
に
捧
げ
ら
れ
た
教
会
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
私
の
目
に
い
つ
も
最
初
に
飛
び
込

ん
で
く
る
の
は
、
祭
壇
の
後
ろ
に
あ
る
十
字
架
で
す
。
十
字

架
は
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
し
る

し
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

最
近
、
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
『
星
の
王
子
さ
ま
』
を

久
々
に
読
み
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
目

に
見
え
る
こ
と
し
か
見
て
い
な
い
大
人
た
ち
に
対
し
て
、
物

事
は
「
心
で
見
な
く
て
は
よ
く
見
え
な
い
」
こ
と
、
「
ほ
ん

と
う
に
大
切
な
も
の
は
目
に
は
見
え
な
い
」
こ
と
を
、
王
子

さ
ま
を
巡
る
様
々
な
登
場
人
物
と
の
問
い
か
け
で
示
し
て
い

ま
す
。 

 

私
た
ち
の
大
切
に
し
て
い
る
十
字
架
も
同
様
の
こ
と
が
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
普
段
肌
身
離
さ
ず
持
っ
て
い

る
十
字
架
は
、
イ
エ
ス
の
時
代
で
は
、
た
だ
の
処
刑
道
具
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
私
た
ち
は
十
字
架
を
通
し
て
私
た

ち
に
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
愛
を
想
い
起
こ
し
ま
す
。
聖
パ
ウ

ロ
は
『
コ
リ
ン
ト
の
教
会
へ
の
手
紙
』
の
中
で
十
字
架
に
つ

け
ら
れ
た
イ
エ
ス
は
、
信
じ
な
い
者
に
と
っ
て
は
愚
か
な
も

の
で
す
が
、
信
じ
る
者
に
と
っ
て
は
「
神
の
力
、
神
の
知

恵
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
（
１
コ
リ1

：1
8

-2
5

）
。
南

山
教
会
の
聖
堂
に
あ
る
十
字
架
は
、
よ
く
見
る
と
手
が
非
常

に
大
き
く
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
十
字
架
を
見
る
と
、

す
べ
て
の
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
手
を
広
げ
て
い
る
イ
エ

ス
の
愛
と
懐
の
深
さ
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
ど

の
よ
う
に
見
え
る
で
し
ょ
う
か
？ 

(

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く) 

平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 
第3土曜日 午前10時30分 子供のミサ（マリア館） 

火曜日 午後７時 

金曜日 午前１０時 初金曜日 午後7時 

 主日のミサ時刻： 

土曜日 午後５時 （ミサ後、聖体礼拝） 

日曜日 午前８時・９時３０分・11時・午後６時 
Sunday Mass in English  9:30 am 

            (in the Marian Hall) 

ベトナム語のミサ 第４日曜日 午後２時 
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(

前
ペ
ー
ジ
よ
り) 

そ
し
て
私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

「
目
に
見
え
る
」
状
況
に
振
り
回
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
裏
に
あ
る
「
神
の

計
画
」
に
思
い
を
馳
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
困
難
に
あ
っ
て

も
、
そ
の
先
に
あ
る
希
望
を
イ
エ
ス
の

示
し
て
く
だ
さ
っ
た
愛
を
通
し
て
知
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。
僭
越
な
が
ら
私
は

九
月
一
日
付
で
こ
こ
の
助
任
司
祭
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
目
に
見
え
る

も
の
に
あ
る
、
目
に
見
え
な
い
「
神
の

計
画
」
を
共
に
探
し
求
め
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
十
字
架

称
賛
の
祭
日
に
あ
た
り
、
今
一
度
、
聖

堂
の
十
字
架
が
私
た
ち
に
問
い
か
け
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

 
 東

京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
か
ら
名
古

屋
に
来
ま
し
た
、 

さ
い
た
ま
教
区
司
祭
、
佐
藤
智
宏 

（
霊
名
：
パ
ド
ア
の
ア
ン
ト
ニ
オ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
す
。 

こ
の
度
、
初
め
て
寄
稿
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
さ
い
た
ま
教
区
司
祭
の
佐

藤
智
宏
と
申
し
ま
す
。
今
月
の
９
月
９

日
か
ら
、
南
山
教
会
司
祭
館
に
引
っ
越

し
を
終
え
て
主
任
司
祭
の
パ
ウ
ロ
神
父

様
を
始
め
、
合
計
５
人
の
司
祭
で
新
し

い
共
同
生
活
を
始
め
て
お
り
ま
す
。 

こ
こ
に
来
る
直
前
ま
で
、
私
は
東
京
都

練
馬
区
に
あ
る
、
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
司
祭
を
目
指
す
神
学
生
た
ち
（
現

在
は
30
名
弱
の
人
数
）
と
生
活
を
共
に

し
、
そ
の
資
質
を
評
価
す
る
養
成
者
と

し
て
働
い
て
お
り
ま
し
た
。
皆
、
個
性

的
な
性
格
の
神
学
生
で
、
一
度
見
た
ら

皆
様
も
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
と
感
じ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
者
た
ち
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。
年
齢
も
50
代
後
半
の
助
祭
２

人
か
ら
、
大
学
卒
業
し
て
す
ぐ
入
学
し

て
き
た
20
代
半
ば
の
若
者
ま
で
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
メ
ン
バ
ー
で
す
。

私
の
司
祭
叙
階
は
２
０
１
２
年
３
月
で
し

た
が
、
さ
い
た
ま
教
区
の
小
教
区
（
浦

和
や
草
加
教
会
な
ど
）
に
５
年
間
派
遣

さ
れ
た
後
、
４
年
以
上
こ
の
神
学
院
の

養
成
者
の
仕
事
を
し
て
、
神
学
生
が
こ

の
国
に
適
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
に
な

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
こ
の
９
月
か
ら
名
古
屋
の
南

山
大
学
院
（
人
間
文
化
研
究
科 

キ
リ

ス
ト
教
思
想
専
攻
）
に
入
学
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
理
由
と
し
て
は
、
２

年
以
上
前
に
さ
い
た
ま
教
区
司
教
の
山

野
内
マ
リ
オ
司
教
様
と
の
面
接
の
中
で

「
将
来
、
神
学
校
で
神
学
生
に
教
え
る

先
生
が
足
り
な
く
な
る
」
と
い
う
厳
し

い
現
状
を
見
越
し
て
、
さ
い
た
ま
教
区

で
も
司
祭
団
の
中
で
も
神
学
生
に
教
え

る
資
格
を
取
る
司
祭
を
探
し
て
い
る
と

い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
お
互
い
に

検
討
し
た
結
果
、
私
が
そ
の
使
命
の
た

め
に
動
く
こ
と
を
決
め
た
次
第
で
す
。

昭
和
51
年
生
ま
れ
の
、
45
歳
を
迎
え
て

も
う
一
度
大
学
院
な
ど
で
勉
強
を
や
り

直
す
と
い
う
こ
と
は
、
司
祭
に
な
っ
て

か
ら
想
像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
本
の
教
会
の
未
来
の
た
め
に
働
こ
う

と
い
う
決
意
で
こ
れ
か
ら
の
道
を
歩
む

つ
も
り
で
す
。 

 

専
攻
と
し
て
は
、
マ
タ
イ
の
福
音
書

を
中
心
に
し
た
聖
書
部
門
を
特
に
力
を

入
れ
た
い
を
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

現
在
の
南
山
大
学
院
で
は
教
皇
庁
か
ら

認
可
さ
れ
た
教
え
る
資
格
を
言
う
、

「
リ
セ
ン
チ
ア
」
（
ラ
イ
セ
ン
ス
、
資

格
、
免
許
の
意
味
合
い
：licen

se

）
を

組
織
神
学
と
い
う
専
門
範
囲
で
取
得
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
南
山
教
会
に
お
い
て
も
、
特

に
主
日
の
ミ
サ
な
ど
で
皆
様
と
一
緒
に

将
来
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
実
り
豊
か

な
も
の
に
な
る
よ
う
祈
り
つ
つ
、
自
分

の
与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
て
い
こ

う
と
お
も
い
ま
す
。
２
年
ほ
ど
の
期
間

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

典
礼
一
口
メ
モ 

～
香
部
屋
の
窓
か
ら
～ 

第
43
回 

「
典
礼
ポ
リ
ス
」
の
お
話 

 
 
 

典
礼
委
員
長 

新
内
飛
鳥 

今
回
の
お
話
は
、
閑
話
休
題
で
は
な
い

の
で
す
が
普
段
と
は
少
し
違
う
視
点
か

ら
書
い
て
み
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
で
お

気
づ
き
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
典
礼
に

限
ら
ず
何
か
を
勉
強
し
て
、
そ
こ
そ
こ

経
験
を
積
ん
で
な
ん
と
な
く
慣
れ
て
く

る
と
、
あ
る
い
は
信
念
を
も
っ
て
何
か

に
取
り
組
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
世
論
に

敏
感
に
反
応
す
る
時
に
、
や
や
も
す
る

と
「
他
人
の
振
り
」
が
気
に
な
っ
た
り

目
に
つ
い
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
記

憶
に
新
し
い
話
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
関
す

る
ニ
ュ
ー
ス
で
「
自
粛
警
察
」
だ
と
か

「
マ
ス
ク
警
察
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
ま
し
た
。
物
騒
な
事
件
と
し
て
営
業

自
粛
に
応
じ
な
い
お
店
に
対
し
て
嫌
が

ら
せ
の
張
り
紙
を
し
た
り
批
判
、
中
傷

を
拡
散
し
た
り
す
る
行
為
を
戒
め
て

「
自
粛
警
察
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
「
マ
ス
ク
警
察
」
然
り
、
マ

ス
ク
を
し
て
い
な
い
人
に
目
く
じ
ら
を

立
て
て
咎
め
る
人
を
指
し
て
の
言
葉
で

す
。
お
察
し
の
通
り
「
典
礼
ポ
リ
ス
」

は
熱
心
に
勉
強
し
た
人
や
詳
し
い
人
が

未
熟
な
人
や
勉
強
中
の
人
、
場
合
に

よ
っ
て
詳
し
い
の
で
す
が
、
そ
の
人
と

は
違
う
所
作
や
振
る
舞
い
の
人
を
指
摘

し
た
り
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る

人
で
す
。
（
ポ
リ
ス
と
、
カ
タ
カ
ナ
を
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使
え
ば
少
し
柔
ら
か
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
）
特
定
の
ど
な
た
か
の
顔
を
浮
か

べ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
む
し
ろ
、
自
身
を

戒
め
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
は

な
ら
な
い
方
が
良
い
と
い
う
お
話
で

す
。
と
は
言
う
も
の
の
慣
れ
な
い
人
を

指
導
す
る
場
面
で
は
勝
手
が
違
い
ま
す

が
、
例
え
ば
私
で
言
え
ば
初
聖
体
を
済

ま
せ
、
内
陣
に
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た

新
人
の
侍
者
を
躾
け
る
こ
と
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
奉
仕
の
場
面
の
振
る
舞
い

に
関
し
て
は
普
段
の
そ
れ
と
は
違
う
価

値
観
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
そ
う

じ
ゃ
な
い
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
が
、
例
え
ば
教
区
主
体
の
ミ
サ
で

普
段
違
う
小
教
区
で
活
躍
し
て
い
る
奉

仕
者
と
共
に
ミ
サ
を
作
り
上
げ
る
時
に

は
南
山
教
会
の
実
践
と
違
っ
て
い
て
も

先
方
を
尊
重
し
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。
古
い
話
に
な
り
ま
す
が

近
隣
の
小
教
区
の
信
徒
の
方
が
南
山
教

会
の
ミ
サ
に
参
列
し
て
「
そ
う
じ
ゃ
な

い
」
と
辛
口
の
コ
メ
ン
ト
を
浴
び
せ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
浴
び
せ
ら
れ
た

方
は
何
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
浴
び
せ

た
方
の
習
慣
と

違
う
だ
け
で

す
。
そ
の
浴
び

せ
た
方
も
勉
強

さ
れ
て
い
る
方

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
の
範

囲
で
し
か
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
典
礼

を
扱
う
場
合
、
総
則
を
中
心
に
「
こ
れ

は
こ
う
」
と
厳
格
に
な
っ
て
し
ま
う
側

面
が
あ
り
ま
す
が
ル
ー
ル
そ
の
も
の
の

奥
に
あ
る
経
緯
や
意
味
ま
で
掘
り
下
げ

れ
ば
「
こ
れ
も
あ
り
」
と
無
限
の
可
能

性
に
気
が
付
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ

れ
は
む
し
ろ
豊
か
さ
で
す
。
「
実
る
ほ

ど
、
首
（
こ
う
べ
）
を
垂
れ
る
稲
穂
か

な
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
、
典
礼

奉
仕
も
か
く
あ
り
た
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
経
験
を
積
め
ば
積
む
ほ
ど
「
典

礼
ポ
リ
ス
」
に
な
ら
ず
に
幅
広
い
価
値

観
を
持
ち
た
い
で
す
ね
。
南
山
小
教
区

の
よ
り
豊
か
な
典
礼
の
た
め
に
お
祈
り

く
だ
さ
い
。 

 

◎
各
会
の
活
動
報
告 

〇
２
０
２
０
年
度
マ
リ
ア
会
活
動
報
告 

 
 
 
 

担
当 

 

マ
リ
ア
会
６
班 

２
０
２
０
年 

２
月
７
日
（
金
）
４
月
か
ら
の
活
動
メ

ン
バ
ー
記
入
用
紙
を
配
布
。 

提
出
依
頼
。 

２
月
２
９
日
（
土
）
緊
急
連
絡
表
の
旧

メ
ン
バ
ー
へ
の
確
認
作
業
終
了
。
原
稿

作
成
。
主
任
司
祭
新
立
神
父
様
よ
り
３

月
中
の
全
て
の
ミ
サ
の
中
止
と
教
会
活

動
や
会
合
の
中
止
が
発
表
さ
れ
る
。
聖

堂
の
清
掃
当
番
も
一
時
中
止
。 

３
月
１
日
（
日
）
運
営
委
員
会
（
新
旧

引
継
も
）
（
中
止
）
事
務
所
、
榊
原
様

に
新
メ
ン
バ
ー
表
兼
緊
急
連
絡
表
の
作

成
を
依
頼
。 

３
月
６
日
（
金
）
世
界
祈
祷
日
（
中

止
） 

３
月
１
３
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
中

止
）
、
例
会
（
中
止
） 

３
月
２
６
日
（
木
）
マ
リ
ア
会
３
，
４

班
か
ら
引
継
と
説
明
会
。
（
一
部
役
員

の
み
） 

 

４
月
１
日
（
水
）
当
番
班
の
挨
拶
状
作

成
。
メ
ン
バ
ー
表
と
共
に
送
付
開
始
。

（
事
務
所
） 

４
月
３
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
中
止
） 

４
月
５
日
（
日
）
運
営
委
員
会
（
中

止
）
運
営
委
員
数
名
で
転
出
さ
れ
る
新

立
神
父
様
に
謝
意
を
伝
え
る
。 

４
月
１
０
日
（
金
）
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
き

愛
知
県
独
自
に
緊
急
事
態
宣
言
発
出
さ

れ
る
。 

４
月
１
２
日
（
日
）
復
活
祭
（
パ
ー

テ
ィ
ー
等
も
全
て
中
止
） 

４
月
１
６
日
（
木
）
全
国
的
に
緊
急
事

態
宣
言
発
出
さ
れ
る
。
（
５
月
６
日
ま

で
） 

４
月
１
９
日
（
日
）
ミ
サ
の
ラ
イ
ブ
配

信
に
つ
い
て
会
員
に
連
絡
。 

４
月
２
５
日
（
土
）
司
教
様
通
達
に
よ

り
５
月
中
の
ミ
サ
中
止
を
会
員
に
連

絡
。 

４
月
２
６
日
（
日
）
運
営
委
員
会
（
中

止
）
福
信
館
バ
ザ
ー
（
中
止
） 

５
月
１
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
中

止
）
、
例
会
（
中
止
） 

５
月
１
４
日
（
木
）
愛
知
県
は
独
自
に

緊
急
事
態
宣
言
を
継
続
（
５
月
２
５
日

解
除
） 

５
月
１
７
日
（
日
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
サ
（
中
止
）
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
テ
ス
ト
実
施
。 

５
月
２
４
日
（
日
）
わ
だ
ち
祭
り
（
中

止
）
第
１
回
運
営
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ

ン
） 

５
月
２
９
日
（
金
）
３
１
日
の
洗
礼
式

に
向
け
て
聖
堂
の
整
備
等
を
補
助
。 

６
月
２
日
（
火
）
マ
リ
ア
会
に
よ
る
聖

堂
清
掃
当
番
再
開
。 

６
月
５
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
再
開
） 

６
月
７
日
（
日
）
公
開
ミ
サ
再
開
。
受

付
補
助
。
（
受
付
用
の
名
簿
バ
イ
ン

ダ
ー
、
筆
立
て
、
消
毒
液
受
け
皿
等
の

用
意
） 

６
月
１
７
日
（
水
）
バ
ザ
ー
実
施
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
会
員
に
発
信
。 

６
月
２
０
日
（
土
）
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

結
果
の
プ
リ
ン
ト
作
成
。
（
中
止
希
望

意
見
多
数
） 

６
月
２
１
日
（
日
）
バ
ザ
ー
小
委
員
会

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
。
（
今
年

度
は
中
止
に
） 

７
月
３
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
例
会
は

中
止
） 

７
月
５
日
（
日
）
第
２
回
運
営
委
員
会 

パ
ウ
ロ
神
父
様
と
敬
老
会
に
つ
い
て
相

談
。 

７
月
１
１
日
（
土
）
納
骨
堂
管
理
委
員
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会 ７
月
１
３
日
（
月
）
成
井
神
父
様
（
現

新
潟
教
区
司
教
様
）
の
ミ
サ
の
配
信
に

つ
い
て
会
員
に
連
絡
。 

７
月
２
１
日
（
日
）
敬
老
会
の
記
念
品

に
つ
い
て
検
討
会
。 

８
月
２
日
（
日
）
平
和
祈
念
の
集
い

（
朗
読
担
当
） 

８
月
６
日
（
木
）
愛
知
県
独
自
の
緊
急

事
態
宣
言
発
出
さ
れ
る
。
（
２
回
目
） 

８
月
８
日
（
土
）
ミ
サ
中
止
を
会
員
に

連
絡
。 

８
月
１
６
日
（
日
）
敬
老
会
は
中
止
に

決
定
。 

８
月
２
９
日
（
土
）
運
営
委
員
会
前
の

打
ち
合
わ
せ
会
（
一
部
運
営
委
員
） 

９
月
４
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
例
会
は

中
止
） 

９
月
６
日
（
日
）
第
３
回
運
営
委
員
会 

９
月
１
３
日
（
日
）
敬
老
会
（
中
止
） 

９
月
１
８
日
（
金
）
マ
リ
ア
館
１
階
倉

庫
内
の
整
理
、 

片
付
け
を
会
員
に
依
頼
。 

９
月
２
６
日
（
土
）
納
骨
堂
管
理
委
員

会 １
０
月
２
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
例
会

は
中
止
） 

１
０
月
４
日
（
日
）
第
４
回
運
営
委
員

会 １
０
月
１
８
日
（
日
）
信
徒
全
体
集
会

（
大
聖
堂
に
て
） 

１
０
月
２
５
日
（
日
）
教
会
美
化
（
お

茶
パ
ッ
ク
と
お
に
ぎ
り
の
配
布
） 

バ
ザ
ー
（
中
止
） 

１
０
月
３
１
日
（
土
）
納
骨
堂
管
理
委

員
会 

１
１
月
１
日
（
日
）
第
５
回
運
営
委
員

会 １
１
月
６
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
例
会

は
中
止
） 

１
１
月
７
日
（
土
）
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ

に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
会
（
一
部
運
営

委
員
） 

１
１
月
１
５
日
（
日
）
宣
司
評
城
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
（
南
山
教
会
に
て
） 

１
１
月
２
２
日
（
日
）
ク
リ
ス
マ
ス
ミ

サ
の
参
加
整
理
券
の
配
布
。
聖
堂
入
口

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
整
理
。 

１
１
月
２
９
日
（
日
）
ク
リ
ス
マ
ス
ミ

サ
の
参
加
整
理
券
の
配
布
。 

１
２
月
４
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
例
会

は
中
止
） 

１
２
月
６
日
（
日
）
第
６
回
運
営
委
員

会 １
２
月
１
９
日
（
土
）
ク
リ
ス
マ
ス
ミ

サ
用
献
金
収
納
袋
（
９
回
分
）
と
受
付

用
雑
貨
の
準
備
。 

１
２
月
２
４
日
（
木
）
ク
リ
ス
マ
ス
ミ

サ
受
付
係
（
15
：
00
～
22
：
00
） 

１
２
月
２
５
日
（
金
）
ク
リ
ス
マ
ス
ミ

サ
受
付
係
（
7:

30
～
11:

30
、
17:

30

～
18:

30
） 

２
０
２
１
年 

１
月 

日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
新
年
会

は
中
止
） 

１
月
１
０
日
（
日
）
第
７
回
運
営
委
員

会 １
月
１
３
日
（
水
）
国
よ
り
２
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
発
出
さ
れ
る
。
ミ
サ
は

制
約
を
設
け
な
が
ら
も
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
。 

１
月
１
６
日
（
土
）
打
ち
合
わ
せ
会

（
一
部
運
営
委
員
） 

１
月
２
３
日
（
土
） 

骨
堂
管
理
委
員

会 ２
月
５
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
例
会
は

中
止
）
。
堅
信
式
に
向
け
、
６
班
で
聖

堂
の
清
掃
。 

２
月
７
日
（
日
）
第
８
回
運
営
委
員
会 

２
月
１
４
日
（
日
）
堅
信
式 

（
パ
ー
テ
ィ
ー
は
中
止
） 

２
月
１
７
日
（
水
）
復
活
徹
夜
祭
ミ
サ

へ
の
参
加
方
法
に
つ
い
て
会
員
に
連

絡
。 

２
月
２
７
日
（
土
）
オ
ル
ガ
ン
管
理
委

員
会 

３
月
５
日
（
金
）
初
金
ミ
サ
（
例
会
は

中
止
） 

３
月
７
日
（
日
）
第
９
回
運
営
委
員
会

次
期
マ
リ
ア
会
会
長
に
引
継
事
項
を
説

明
。 

３
月
２
１
日
（
日
）
宣
司
評
城
東
ブ

ロ
ッ
ク
当
番
教
会
の
引
継
、
打
ち
合
わ

せ
会
。 

４
月
３
日
（
土
）
復
活
徹
夜
祭
ミ
サ
の

受
付
（
１
８:
０
０
～
２
１:

３
０
） 

４
月
４
日
（
日
）
復
活
祭
（
パ
ー

テ
ィ
ー
、
卵
の
配
布
は
中
止
）
異
動
さ

れ
る
タ
ン•

ヒ
神
父
様
に
、
マ
リ
ア
会
活

動
メ
ン
バ
ー
か
ら
集
め
た
霊
的
花
束
を

お
渡
し
し
た
。
マ
リ
ア
会
会
則
の
原
稿

打
ち
直
し
。 

＊
マ
リ
ア
会
の
主
な
活
動
：
毎
週
火
曜

日
に
各
班
で
大
聖
堂
、
小
聖
堂
、
香
部

屋
を
清
掃
。
聖
水
取
替
。
初
金
ミ
サ
の

進
行
、
朗
読
担
当
。
例
会
の
実
施
。
寄

付
金
募
集
。
バ
ザ
ー
。
メ
ー
ル
や
電
話

で
の
会
員
へ
の
お
知
ら
せ
や
訃
報
の
発

信
。
（
２
０
２
０
年
度
は
、
お
知
ら
せ

約
35
件
、
訃
報
5
件
） 

＊
会
長
の
出
席
す
る
会
議
：
運
営
委
員

会
、
納
骨
堂
管
理
委
員
会
、
オ
ル
ガ
ン

管
理
委
員
会
、
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
、

営
繕
委
員
会
他
、 

一
粒
会
会
合
（
２
０
２
１
年
度
よ
り
南

山
教
会
代
表
と
し
て
） 

 

○
南
山
教
会
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
活
動 

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
の
た
め
に
３
月
よ
り
活
動
を
中
止
し

て
い
ま
し
た
が
、
８
月
の
末
に
パ
ウ
ロ

神
父
様
よ
り
、
「
そ
ろ
そ
ろ
始
め
て
は

ど
う
か
」
と
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
９

月
20
日
よ
り
三
密
を
避
け
る
工
夫
を

し
、
テ
ー
ブ
ル
、
手
指
の
消
毒
を
皆
さ

ま
に
お
願
い
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
「
献

金
箱
」
を
置
い
て
ス
タ
ッ
フ
は
直
接
に

現
金
に
触
ら
な
い
よ
う
に
感
染
防
止
の

努
力
を
し
な
が
ら
、
ミ
サ
後
の
皆
さ
ま

の
憩
い
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
努
め
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
９
時
半
の
ミ
サ
後

に
は
大
勢
の
皆
さ
ま
が
、
テ
ー
ブ
ル
、
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椅
子
が
足
り
な
い
状
況
で
、
マ
ス
ク
を

は
ず
し
、
楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
て
、

三
密
を
避
け
る
の
は
難
し
い
と
判
断

し
、
ま
た
愛
知
県
で
も
感
染
者
数
が
３

桁
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
も
し
こ

こ
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
出
た
ら
と
不
安

に
な
り
、
残
念
で
し
た
が
、
１
月
よ
り

再
び
活
動
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
２

０
２
０
年
度
の
名
古
屋
ダ
ル
ク
へ
の
売

上
げ
寄
付
は
１
７
０
，
８
０
０
円
と
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。(

参
考
：
２
０
１

８
年
度
は
７
０
０
，
０
０
０
円
、
２
０

１
９
年
度
は
６
３
３
，
４
０
０
円) 

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
感
染
が
終
息

（
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
状
態
）
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

（
２
０
２
１
年
４
月
23
日 

 

鎌
田

れ
い
子
） 

 
 
 
 

 
 
 

 

○
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
・
神
の
母
聖
マ
リ
ア

プ
レ
シ
デ
ィ
ウ
ム
年
間
報
告 

マ
リ
ア
様
を
通
し
て
イ
エ
ス
様
へ 

所
属
ク
リ
ア
名 

 

名
古
屋
ク
リ
ア 

 
 

設
立
年
月
日 

 

１
９
８
６
年
10
月
13
日 

：
集
会
曜
日
、
時
間 

毎
週
水
曜
日

（ 

午
前 

・ 

午
後 

） 

７
時
30
分 

：
集
会
場
所 

マ
リ
ア
館
２
Ｆ
集
会
室

プ
レ
シ
デ
ィ
ウ
ム
の
特
徴
と
１
年
間
を
通

し
て
の
全
て
の
活
動
。 

活
動
は
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
訪

問
、
病
院
訪
問
、
電
話
訪
問
、
教
会
学

校
の
リ
ー
ダ
ー
、
車
イ
ス
の
方
の
ミ
サ

介
助
、
子
供
部
屋
手
伝
い
、
ミ
サ
の
案

内
係
・
進
行
係
・
先
唱
・
朗
読
、
聖
堂

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
・
厨
房
・
倉
庫
・
香

部
屋
の
清
掃
、
各
種
バ
ザ
ー
、
各
種
の

パ
ー
テ
ィ
の
手
伝
い
、
教
会
美
化
の
手

伝
い
、
お
通
夜
・
葬
儀
の
参
加
、
聖
霊

病
院
虹
の
会
・
緑
の
会
の
奉
仕
、
ミ
ニ

バ
チ
カ
ン
展
開
催
、
月
報
編
集
、
月
報

の
紙
折
、
主
税
町
教
会
24
時
間
聖
体
礼

拝
参
加
、
教
区
聖
体
礼
拝
参
加
、
聖
堂

内
の
ス
ト
ー
ブ
配
置
、
片
づ
け
、
防
災

説
明
会
手
伝
い
、
霊
名
カ
ー
ド
送
付
、

聖
布
洗
濯
・
ア
イ
ロ
ン
か
け
、
マ
リ
ア

会
・
ヨ
セ
フ
会
の
参
加
な
ど
で
す
。 

得
ら
れ
た
成
果
や
印
象
に
残
っ
た
り
喜
び

を
感
じ
た
事
。
（
個
人
会
員
と
し
て
） 

私
は
妻
の
信
仰
の
姿
を
美
し
い
と
感

じ
、
６
年
前
に
洗
礼
を
さ
ず
か
り
、
２

年
前
に
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
に
入
会
い
た
し

ま
し
た
。
受
洗
以
前
の
私
は
個
人
主
義

的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
社
会
と
の
関
わ

り
を
最
低
限
に
し
て
お
り
、
自
分
が
人

に
迷
惑
を
か
け
ず
に
生
き
て
い
れ
ば
そ

れ
だ
け
で
よ
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

受
洗
の
準
備
講
座
、
ま
た
洗
礼
後
の

勉
強
会
で
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
教

わ
り
、
教
会
で
の
ご
奉
仕
に
少
し
ず
つ

携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
考

え
る
と
義
務
感
と
成
り
ゆ
き
で
行
っ
て

い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

レ
ジ
オ
マ
リ
エ
入
会
後
、
ご
奉
仕
を

自
分
の
誉
れ
と
す
る
こ
と
な
く
マ
リ
ア

様
に
捧
げ
て
い
る
、
プ
レ
シ
デ
ィ
ウ
ム

の
仲
間
の
態
度
や
考
え
を
知
り
、
捧
げ

切
れ
て
い
な
い
自
分
を
痛
悔
す
る
と
同

時
に
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。 

 

私
は
仕
事
の
都
合
か
ら
毎
週
は
会
に
出

席
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
、
私
の
信
仰
が

未
成
熟
な
為
か
出
席
で
き
な
か
っ
た
週

に
は
信
仰
が
息
切
れ
し
て
し
ま
い
、
神

様
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。 

レ
ジ
オ
マ
リ
エ
は
私
の
信
仰
の
糧
、

週
の
半
ば
の
カ
ン
フ
ル
剤
の
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
反
省
す

べ
き
こ
と
、
ま
た
今
後
実
施
し
て
い
き

た
い
こ
と
。 

 
 

偶
然
、
教
会
で
ど
の
よ
う
な
集
り
に

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
と
声
を
か
け

ら
れ
、
お
誘
い
し
た
信
者
の
方
が
新
し

く
レ
ジ
オ
会
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

 

又
、
バ
ザ
ー
で
募
集
し
て
い
た
、
の

ど
自
慢
に
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
と
し
て
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
神
父
様
と
会
員
で
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
、
ド
イ
ツ
語
で
聖
歌
を
歌

い
ま
し
た
。
聞
い
て
下
さ
っ
た
方
の
中

か
ら
、
良
か
っ
た
と
い
う
感
想
も
頂
き

ま
し
た
。 

 

レ
ジ
オ
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
っ
た
気
が

し
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
れ
ば
、
声
を
か
け
た
り
参
加
し

た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

レ
ジ
オ
マ
リ
エ
・
キ
リ
ス
ト
信
者
の
扶

助
な
る
聖
マ
リ
ア
プ
レ
シ
デ
ィ
ウ
ム 

２
０
２
０
年
度
活
動
報
告 

  

指
導
司
祭 

伴
神
父 

 

定
期
集
会 

 

 

毎
週
金
曜
日
14
時
か
ら
15
時
30
分 

 

場
所 

マ
リ
ア
館
２
階
集
会
室 

 

ク
リ
ア 

第
３
土
曜
日
13
時
45
分
か

ら
15
時
30
分 

 
 

 

場
所 

五
反
城
教
会 

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
半
年
集
会

が
出
来
な
か
っ
た
。 

 

活
動 

現
在
会
員
が
少
な
く
高
齢

化
、
病
気
等
に
よ
り
活
動
は
縮
小
し
て

い
る
。
な
ん
と
か
定
例
集
会
を
守
っ
て

い
る
。 

○
要
約
筆
記
者
の
会
活
動
報
告 

・
要
約
筆
記
と
は 

聴
覚
障
害
者
、
聞
こ
え
に
く
い
方
々

の
た
め
の 

文
字
に
よ
る
情
報
保
障

（
筆
記
通
訳
）
で
す
。
講
演
会
、
ミ

サ
な
ど
で
は
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
っ
て
文
字
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
投
影
し
ま
す
。
小
会
議
で
は
、

隣
で
入
力
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
紙
や
ボ
ー

ド
な
ど
に
書
く
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
も
あ

り
ま
す
。 

・
会
の
目
的 

教
会
が
様
々
な
障
害
者
に
対
応
で
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き
、
す
べ
て
の
人
が
ミ
サ
に
与
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
よ
う
、
聞
こ
え
の

弱
い
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
聞
こ
え
の
問
題
で
、
ミ

サ
、
学
習
会
、
会
議
な
ど
へ
の
参
加

を
た
め
ら
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
願
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。 

・
南
山
教
会
で
は 

毎
月
第
４
土
曜
日
17
時
開
祭
ミ
サ
と

そ
れ
に
続
く
聖
体
礼
拝
で
要
約
筆
記
、

字
幕
を
つ
け
て
い
ま
す
。
但
し
、
２
月

よ
り
聖
体
礼
拝
の
時
間
が
変
更
後
は
ご

聖
体
に
よ
る
祝
福
の
と
こ
ろ
か
ら
要
約

筆
記
、
字
幕
を
つ
け
て
い
ま
す
。 

12/

24 

主
の
降
誕
夜
半
の
ミ
サ
16

時
開
祭
ミ
サ
も
つ
け
て
い
ま
す
。 

ミ
サ
準
備
等
の
た
め
に
適
宜
勉
強
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
３
月

時
点
で
の
メ
ン
バ
ー
は
５
名
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

為
、
４
月
５
月
は
な
し
。 

・
南
山
教
会
以
外 

教
区
関
連
の
行
事
等
の
依
頼
に
、
で

き
る
限
り
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

２
０
２
０
年
度
参
加 

平
和
の
集
い

８/

２(

会
場
：
南
山
教
会)

、
東
日
本
大

震
災
犠
牲
者
追
悼
・
復
興
祈
願
ミ
サ
３/

11(

会
場
：
布
池
教
会)

 

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
障
害
者
連

絡
会
主
催 

役
員
会
７/

16
・
11/

19

（
会
場
：
相
馬
ハ
ウ
ス
）
と 

四
旬
節

黙
想
会
３/

27
（
会
場
：
南
山
教

会
） 

 

〇
子
供
部
屋
２
０
２
０
年
活
動
報
告 

子
ど
も
部
屋
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
で
、
普
段
な

か
な
か
ご
ミ
サ
に
与
り
づ
ら
い
保
護
者

の
方
に
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し

て
頂
け
た
ら
と
い
う
思
い
で
つ
な
い
で

き
て
お
り
ま
す
。 

 

毎
月
第
３
土
曜
日
に
マ
リ
ア
館
和
室

に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
10
時
30
分
よ
り

子
ど
も
ミ
サ
に
与
り
、
そ
の
後
子
ど
も

た
ち
も
一
緒
に
神
父
さ
ま
と
分
か
ち
合

い
の
時
間
を
持
ち
ま
す
。
分
か
ち
合
い

の
後
は
、
子
ど
も
た
ち
と
お
菓
子
を
頂

き
な
が
ら
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
予
防
の
た
め
、
９
月
か
ら

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

ば
か
り
は
普
段
来
ら
れ
な
い
お
友
達
も

集
合
。
感
染
予
防
を
考
慮
し
な
が
ら
、

お
楽
し
み
で
手
品
の
お
じ
さ
ん
に
お
越

し
い
た
だ
い
た
り
、
手
作
り
の
ア
ド
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
た
り
、
待
降

節
を
豊
か
に
過
ご
す
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。 

４
月
・
５
月
・
６
月
・
７
月
８
月
（
コ

ロ
ナ
の
た
め
お
休
み
） 

９/

19
、
10/

17
、
11/

21
、
12/

19

（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）
、
１/

16
、
２/

20
、
３/

20
（
ご
卒
園
お
祝
い
会
） 

２
０
２
０
１
年
度
も
引
き
続
き
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

〇
【
宣
教
司
牧
評
議
会
（
宣
司
評
）
城

東
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告
】 

委
員
：
パ
ウ
ロ
神
父
、
高
橋
徹
、
菅
井

惇
子
、
濵
口
吉
宏
、
茨
木
朋
子 

<

宣
司
評 

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議> 

（
定
例
会
を
年
に
４
回
開
催
） 

平

針
、
南

山
、
善

棚
、
恵

方

町
、
東

山
、
名
東
の
各
教
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
内
の

修
道
会
等
が
所
属 

２
０
２
０
年
５
月

10
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
中
止
（
愛
知
県
緊
急
事
態
宣
言

発
令
）
、
２
０
２
０
年
７
月

12

日
同

上
、
中
止
（
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、

７
月
頃
か
ら
第
二
波
到
来
）
、
２
０
２

０
年
11
月
15
日
南
山
教
会
に
お
い
て
開

催
（
２
０
１
９-

２
０
２
０
年
度
議
長
担

当
：
平
針
教
会
）
議
事
：
２
０
１
９
年

度
活
動
・
会
計
報
告
、
２
０
２
０
年
度

活
動
状
況
・
予
算
案
、
２
０
２
１
年
度

活
動
計
画
、
各
小
教
区
規
約
の
現
状
に

つ
い
て
意
見
交
換
、
司
教
団
感
染
症
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
確
認
、
２
０
２
０

年
３
月
14
日
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り

中
止
（
第
三
波
収
束
に
向
け
愛
知
県
厳

重
警
戒
宣
言
）
＊
２
０
２
１
年
度
第
１

回
定
例
会
は
５
月
に
膳
棚
教
会
で
予

定
、
２
０
２
１-

２
０
２
２
年
度
議
長
担

当
：
南
山
教
会(

教
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
関

連
行
事
の
実
施
状
況)

、
AJU
自
立
の
家

サ
マ
リ
ア
ハ
ウ
ス
・
恵
方
町
教
会
第
35

回
わ
だ
ち
ま
つ
り
：
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

中
止
（
例
年
、
５
月
下
旬
に
開
催
、
城

東
ブ
ロ
ッ
ク
各
教
会
が
出
店
協
力
、
南

山
教
会
は
ク
ッ
キ
ー
販
売
）
、
平
和
旬

間
（
８
月
６
日
～
15
日
）
：
南
山
教
会

で
は
２
０
２
０
年
８
月
９
日
15
時
～
18

時
に
聖
体
顕
示
、
敬
老
の
日
：
司
教
様

か
ら
の
敬
老
祝
賀
カ
ー
ド
が
事
務
局
か

ら
各
小
教
区
に
発
送
さ
れ
た
。
新
成
人

を
祝
う
会
：
２
０
２
１
年
１
月
17
日
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
で
新
成
人

の
つ
ど
い
を
開
催
主
催
：
教
区
宣
司

評
、
教
区
青
年
委
員
会
東
日
本
大
震
災

関
連
：
南
山
教
会
で
は
３
月
11
日
14:

30
に
追
悼
・
復
興
祈
願
ミ
サ
、
同
日
の

名
古
屋
教
区
ミ
サ
に
代
表
者
を
派
遣
。

復
興
支
援
募
金
は
２
０
２
１
年
３
月
11

日
で
終
了
、
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡

会
：
２
０
２
１
年
３
月
27
日
に
南
山
教

会
で
四
旬
節
黙
想
会
を
開
催
主
催
：
教

区
障
害
者
連
絡
会
、
カ
リ
タ
ス
福
祉
委

員
会
教
区
の
金
銀
祝
の
祝
い
：
２
０
２

０
年
４
月
８
日
→
コ
ロ
ナ
禍
で
６
月
25

日
に
延
期
し
て
実
施
、
２
０
２
１
年
は

３
月
31
日
に
行
わ
れ
た
。 

＊
２
０
２
１
年
度
継
続
事
項 

小
教
区
宣

教
司
牧
評
議
会
規
約
の
指
針
に
沿
っ
て

南
山
教
会
の
規
約
を
作
成
し
教
区
へ
２

通
提
出
す
る
。
そ
の
後
、
司
教
様
の
認

可
後
に
１
通
が
返
送
さ
れ
る
。
も
う
１

通
は
教
区
で
保
管
さ
れ
る
。<

信
徒
協>

コ
ロ
ナ
禍
で
公
開
ミ
サ
が
２
ヶ
月
中
止

と
な
り
、
再
開
後
７
月
に
献
金
実
施
）

信
徒
協
ス
マ
ホ
ニ
ュ
ー
ス
：
２
０
１
８
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年
創
刊
、
隔
月
発
行
、
２
０
２
０
年
度

は
第
10-

15
号
を
発
行 

電
子
版
配
信
の

ほ
か
印
刷
版
が
大
聖
堂
入
口
に
置
か
れ

て
い
る
。
世
界
祈
祷
日
（
特
に
発
展
途

上
国
の
女
性
の
た
め
に
祈
る
日
）
：
日

本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
主
催 

毎
年
３

月
第
一
金
曜
日
→
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２

０
２
１
年
４
月
６
日
に
延
期
。 

 

◎
８
月
１
日
、
「
平
和
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
１
４
５
名
の
定
員

に
て
会
を
実
施
し
、
ス
タ
ッ
フ
含
め
て

１
３
８
名(

計
数
値)

の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。 

 

成
井
司
教
様
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
難

民
支
援
の
ご
経
験
に
基
づ
き
、
ロ
ー
マ

（
イ
タ
リ
ア
）
で
の
手
厚
い
対
応
に
つ

い
て
、
難
民
の
方
々
の
お
気
持
ち
を
理

解
し
、
同
じ
目
線
で
接
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
通
常
の
ご
奉
仕
に
も
通
じ
る

よ
い
お
話
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

運
営
委
員
長 

森 

聖
家
族
像
の
巡
回
と
聖
ヨ
セ
フ
へ
の
祈
り 

聖
家
族
像
の
巡
回
に
よ
る
聖
ヨ
セ
フ
へ

の
祈
り
は
、
一
通
り
教
会
学
校
の
子
ど

も
た
ち
の
家
庭
を
巡
回
し
ま
し
た
の
で

現
在
は
大
人
の
方
々
へ
ご
像
を
巡
回
し

な
が
ら
、
新
し
い
信
者
会
館
の
た
め
、

南
山
教
会
の
た
め
、
お
祈
り
下
さ
っ
た

(

こ
れ
か
ら
お
祈
り
下
さ
る)

ご
家
庭
の

意
向
の
た
め
に
お
祈
り
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
ヨ
セ
フ
年
は
続
き
、

愛
の
よ
ろ
こ
び
の
家
族
年
も
始
ま
り
ま

し
た
の
で
、
教
会
学
校
で
は
新
し
く
天

使
に
囲
ま
れ
た
聖
家
族
の
イ
コ
ン
を
巡

回
し
な
が
ら
、
お
祈
り
を
続
け
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 

 

教
会
学
校
伊
藤
リ
ー
ダ
ー 

 

敬老会カードのプレゼント ９月１２日 

            中高生会・教会学校合同 
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人
の
噂
話
を
す
る
人
は
、 

  

テ
ロ
リ
ス
ト
に
似
て
い
ま
す
。 

  

舌
で
爆
弾
を
投
げ
て
、 

  

静
か
に
立
ち
去
り
ま
す
が
、 

  

後
で
そ
の
噂
話
は
誰
か
の
評
判
を 

  

破
壊
す
る
の
で
す
。 

  
 
 
 

 
 

l

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ 

 

 

 
教会典礼暦 南山教会行事 各会活動 教区行事・その他 

9
月 

14(火)十字架の称賛    

10
月 

ロザリオの月 24(日)バザー中止・日
英合同ミサ  

(日)信者全体集会 

1(金)マリア会例会(懇談会) 
2(土)典礼委員会 
3(日)運営委員会 
9(土)典礼委員会 
10(日) ヨセフ会班長会、教会
周辺清掃、教会学校巡礼 
16(土)子ども部屋 

10(日)東八事第一墓
地合同追悼ミサ 
16(土)レジオマリエ
名古屋クリア 
(土)神言会司祭叙階

式(南山教会) 

受 洗  おめでとうございます 

 マリア・アスンタ 可児 米子 

 マリア・ヨゼフィーナ 田口 茉弥  

 
南 

山 

句 

会 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が 

収
束
す
る
ま
で
休
会
し
ま
す
。 

信  者  の  消  息 

転 入  ようこそ 

 ミカエラ 加藤 恵子（布池教会） 

帰 天 神の栄光にあずかれますように 

8/7 マリア・アスンタ 可児 米子（86歳) 

8/21 パウロ 柴山 洋一（74歳） 

8/30 クレセンシア 杉浦 富子（90歳） 

9/3 マリア 夏目 清（99歳） 結 婚  ♡  お幸せに ♡ 

8/22 
アントニー NGO VAN HOA ❤  

      マリア DINH THE HVONG  

転 出  いつまでもお元気で 

 マリア・インマクラータ 川西 里奈 

             （鴨川教会） 

12(日)日英合同ミサ
(9:30) 

10:30合同病者の 
   塗油 

(日)教会美化・倉庫
の整備中止 

18(土)子ども部屋  

3(金)マリア会例会(懇談会 
5(日)運営委員会中止 
  教会学校始業式中止 
9(月)典礼委員会中止 
12(日)要約筆記付きミサ 
ヨセフ会班長会、中高生
会始業式中止 

5(日)被造物を大切
にする世界祈願日 
23(木)八事霊園合
同追悼ミサ  
26(日)世界難民移
住移動者の日、障
害者の集い 

福者カルロ・アクティスのドキュメン

タリー上映会のお知らせ 

福者の記念日(10月12日)にちなみ、10

月17日(日)9時30分ミサ後、マリア館

ホールにて上映会(約30分)を行いま

す。コロナ感染状況によっては人数制

限や中止と判断する場合がありますが

予めご了承下さい。 (広報委員会) 


